
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

第
三
十
七
回
新
潟
教
区
仏
教
婦
人
大
会 

元
上
組
仏
教
婦
人
会
会
員
・
門
徒
推
進
員
・
明
鏡
寺
門
徒 

中
静 

イ
ツ
子
さ
ん 

日 

時 

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
九
日
（
土
）
十
時
～
十
五
時 

会 

場 

本
願
寺
新
潟
別
院 

 

第
三
十
七
回
仏
教
婦
人
大
会
が
十
月
二
十
九
日
別
院
で
二
六
二
名
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
念
仏
に
い
か
さ
れ
る
よ
ろ
こ
び
を
行
動
へ
」
。
テ
ー
マ

は
「
次
の
世
代
に
伝
え
よ
う 

念
仏
の
声
と
い
の
ち
の
尊
さ
を
」
。
元
上
組
主
管

で
す
。 

明
鏡
寺
は
他
寺
と
共
に
、
開
会
式
で
音
楽
法
要
重
誓
偈
作
法
の
調
声
と
ピ
ア

ノ
伴
奏
担
当
。 

絵
本
語
り
は
、
板
垣
久
仁
子
さ
ん
（
元
上
組
・
阿
弥
陀
寺
坊
守
）
に
よ
る
「
く

も
の
糸
」
の
朗
読
。
鷲
尾
純
一
さ
ん
（
元
上
組
・
託
念
寺
住
職
）
は
、
こ
れ
を

題
材
に
信
心
の
あ
り
方
を
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。
昼
食
は
彩
り
良
く
美
味
し

い
お
弁
当
。
そ
し
て
み
な
さ
ん
か
ら
の
ダ
ー
ナ
献
金
集
計
額
は
九
四
，
五
〇
〇

円
で
し
た
。 

い
の
ち
の
コ
ン
サ
ー
ト
一
部
は
『
戦
災
か
ら
復
興
・
平
和
へ
の
願
い
』
専
徳

寺
合
唱
団
ア
ソ
カ
ジ
ュ
ニ
ア
の
無
垢
な
声
・
し
ぐ
さ
に
感
激
。
二
部
で
は
山
﨑

浩
さ
ん
（
声
楽
家
・
作
曲
家
・
清
泉
女
学
院
短
期
大
学
准
教
授
）
と
沼
田
秀
美

さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）
か
ら
、
金
子
み
す
ゞ
の
詩
を
メ
ロ
デ
ィ
に
乗
せ
て
歌

と
お
話
を
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仏
婦
式
章
を
身
に
つ
け
た
秀
美
さ
ん
の
優

し
げ
な
お
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
記
念
品
は
金
子
み
す
ゞ
の
詩
が
入
っ
た
テ
ィ

ッ
シ
ュ
入
れ
・
押
し
花
で
飾
っ
た
栞
で
し
た
。 

今
大
会
は
、
元
上
組
役
員
は
初
の
門
徒
主
導
で
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
傍
ら
に
住
職
・
坊
守
・
門
徒
推
進
員
の
居
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
を
。 

 
 

 

合
掌  
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今
回
の
テ
ー
マ
は
「
寺
院
の
活
性
化
を
考
え
る
―

自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
た
め
に
―
」
で
し
た
。
私

は
門
徒
推
進
員
と
し
て
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。 

 

講
師
の
託
念
寺
住
職
鷲
尾
純
一
さ
ん
の
基
調
講

演
に
続
い
て
班
別
討
議
、
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
願
寺
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
「
自
他
共
に
心

豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
貢

献
す
る
」
活
動
と
し
て
、「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ

す
運
動
」（
実
践
運
動
）
を
推
進
し
て
い
る
と
い
う
。 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
が
今
、
こ
の
よ
う
な
活
動

を
推
進
し
て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
託
念
寺
の
活
動
状
況
、
班
別
討
議
で

の
各
寺
院
の
活
動
状
況
も
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
ダ
ン
ベ
ル
体
操
、
押
し
花
等
の
教
室
、
落
語 

 

第
二
十
五
代
専
如
門
主
伝
灯
奉
告
法
要 

団
体
参
拝 

十
月
よ
り
伝
灯
奉
告
法
要
が
始
ま
り
、
新
潟
教
区
か
ら
は
十
月
二
十
六
日
～

二
十
八
日
に
か
け
て
一
番
最
初
に
巻
組
が
参
拝
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
方
々
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
八
年 

 

会
、
コ
ー
ラ
ス
、
飲
み
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
浄
土
真
宗
の
懐
の
深
さ
を
感
じ
ま
す
。
ま

た
、
寺
院
（
僧
侶
）
の
変
化
に
対
す
る
対
応
力
、
熱
意
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。 

鷲
尾
さ
ん
か
ら
問
題
提
起
い
た
だ
い
た
「
自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
」
と
は
ど
う 

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
『
浄
土
真
宗
の
教
章(

私
の
歩
む
道)

』
の
生
活
に
「
―
慚
愧

と
歓
喜
の
う
ち
に
、(

中
略)

御
恩
報
謝
の
生
活
を
送
る
―
」
と
あ
り
ま
す
。 

私
た
ち
は
日
々
ビ
ジ
ネ
ス(

仕
事)

、
生
活
に
追
わ
れ
な
が
ら
明
け
暮
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
効
率
、
損
得
な
ど
が
最
大
の
価
値
基
準
で
あ
り
、
競
争
、
愛
憎
が
満
ち
溢
れ

て
い
ま
す
。 

そ
こ
に
仏
教
寺
院
で
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を

依
り
ど
こ
ろ
と
し
た
生
活
実
践
が
大
切
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
ま
た
宗
門
で
は

「
―
教
え
を
（
中
略
）
人
々
に
（
中
略
）
伝
え
る
教
団
で
あ
る
。
」
と
あ
り
ま
す
。「
私

の
歩
む
道
」
は
果
て
し
な
く
続
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

新
潟
教
区
門
徒
総
代
研
修
会
に
参
加
し
て 

長
岡
組
西
楽
寺
門
徒 

川
上 

強(

釈 

義
諦)

さ
ん 

日 
時 

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
六
日
（
月
）
～
二
十
七
日
（
火
）  

会 

場 
蓬
平
温
泉 

和
泉
屋 

(

参
加
者
八
十
六
名) 

長
光
寺
御
門
徒 

伊
藤 

哲
夫
さ
ん 

荘
厳
な
る
法
要
に
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
本 

徳
寺
・
姫
路
城
・
有
馬
温
泉
と
巡
り
、
仏
縁 

を
感
じ
る
旅
で
し
た
。
ご
本
山
の
晨
朝
勤
行 

に
ご
縁
が
な
か
っ
た
事
が
残
念
で
し
た
。 

 

明
誓
寺
御
門
徒 

児
玉 

哲
郎
さ
ん 

二
回
目
の
本
願
寺
参
拝
に
感
謝
し
ま
す
。 

秋
晴
れ
の
姫
路
城
見
学
や
本
徳
寺
参
拝
を
通

じ
、
蓮
如
上
人
の
北
陸
に
向
け
て
の
旅
立
ち

が
、
み
教
え
の
興
隆
の
一
歩
で
あ
っ
た
と
改

め
て
思
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

善
了
寺
寺
族 

 

新
田 

亜
弓
さ
ん 

初
め
て
本
願
寺
の
本
堂
（
阿
弥
陀
堂
）
に

お
参
り
し
ま
し
た
が
、
貴
重
な
機
会
に
ご
門

徒
の
み
な
さ
ん
と
ご
一
緒
す
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

源
昌
寺
御
門
徒 

佐
々
木 

則
夫
さ
ん 

縁
あ
っ
て
、
伝
灯
奉
告
法
要
に
参
拝
出
来
、
ご
門
主
様
と
共
に
阿
弥
陀
堂
で
お
念

佛
を
称
え
ら
れ
た
こ
と
を
喜
び
感
謝
し
、
旧
跡
観
光
を
楽
し
め
た
旅
で
し
た
。 

 長
善
寺
御
門
徒 

高
岡 

稔
さ
ん 

こ
の
た
び
伝
灯
奉
告
法
要
に
参
拝
、
ご
門
主
様
ご
家
族
三
代
元
気
な
姿
を
拝
見
で

き
ま
し
た
。
天
気
も
良
く
京
都
、
姫
路
城
な
ど
見
学
で
き
、
企
画
計
画
有
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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新潟教区「御同朋の社会をめざす運動」重点プロジェクト 

「子ども・若者ご縁づくり」を進め、地域とお寺のつながりを築く。 
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「
子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
」
っ
て 

子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
教
区
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

山
之
内 

浩
乗 

 
 

つ
と
め
て
子
ど
も
達
や
若
い
世
代
と
接
点
を
持
と
う
と
、
話
し
か

け
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
会
話
の
中
で
そ
の
子
た
ち
の
家

庭
の
様
子
が
み
え
て
く
る
事
が
あ
り
ま
す
。 

若
い
人
に
、「
あ
な
た
の
宗
旨
は
？
」
と
聞
く
と
、
今
も
昔
も
「
わ

か
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
返
事
が
だ
い
た
い
返
っ
て
き
ま
す
。 

で
も
以
前
は
「
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
祖
母
が
い
つ
も
お
仏
壇
の
前

で
『
き
み
ょ
ー
う 

む
り
ょ
ー
う 
じ
ゅ
に
ょ
ら
ー
い
』
な
ん
と
か

と
言
っ
て
い
ま
し
た
よ
」
と
答
え
る
人
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

だ
け
日
頃
お
参
り
す
る
家
庭
が
多
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

先
日
あ
る
ご
家
庭
で
の
臨
終
勤
行
の
最
中
の
こ
と
で
す
。
そ
こ
に

来
て
い
た
小
さ
な
子
ど
も
が
読
経
中
に
、「
う
る
さ
い
よ
！
」
と
私

の
肩
を
叩
き
な
が
ら
言
う
の
で
す
。
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
ひ
ょ

っ
と
す
る
と
、
そ
の
子
の
家
庭
は
、
手
を
合
わ
せ
、
お
念
仏
申
す
環

境
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。 

本
願
寺
派
が
「
子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
」
を
す
す
め
て
い
ま

す
。「
ご
縁
づ
く
り
」
の
現
場
は
「
あ
な
た
の
半
径
五
メ
ー
ト
ル
以

内
か
ら
で
す
」
と
聞
き
ま
し
た
。 

「
ご
縁
づ
く
り
」
と
い
っ
た
ら
、
何
か
特
別
な
こ
と
を
し
な
け
れ

ば
、
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、
先
ず
は
私
が
聞
き
歓
ん
で
い
る
阿

弥
陀
さ
ま
の
事
を
、
子
ど
も
や
若
者
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
か
ら
で
は

な
い
か
、
と
茶
の
間
に
飾
っ
て
あ
る
、
ご
門
主
様
の
ご
染
筆
『
自
信

教
人
信
』
を
見
な
が
ら
思
っ
て
い
ま
す
。 

合
掌  

「
仏
教
青
年
連
盟
結
成
五
十
周
年
記
念
の
集
い
」
に
参
加
し
て 

巻
組 

長
光
寺
住
職 

伊
藤 

教
恵
さ
ん 

日 

時 

平
成
二
十
八
年
十
月
九
日(

日) 

十
四
時
～
二
十
一
時 

会 

場 

本
願
寺
御
影
堂
・
門
法
会
館
・
北
境
内
地 

 

 

私
は
十
月
九
日
に
西
本
願
寺
に
て
開
催
さ
れ
た
「
仏
教
青
年
連
盟
結
成
五
十
周
年
記

念
の
集
い
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
現
役
の
会
員
か
ら
過
去
に

関
わ
り
の
あ
っ
た
方
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方
々
で
あ
り
ま
し
た
が
、
式
典
で
は
特
に
若

い
世
代
の
方
々
と
共
に
お
勤
め
が
で
き
た
こ
と
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

ネ
パ
ー
ル
開
教
事
務
所
長
の
ソ
ナ
ム
・
ワ
ン
デ
ィ
・
ブ
テ
ィ
ヤ
さ
ん
の
記
念
講
演
で

は
、
ご
自
身
の
お
念
仏
と
の
出
遇
い
の
よ
ろ
こ
び
を
中
心
に
熱
い
言
葉
で
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ソ
ナ
ム
さ
ん
は
仏
教
の
盛
ん
な
地
域
で
育
ち
、
縁
が
あ
っ
て
浄
土
真
宗

の
僧
侶
と
な
り
、
開
教
師
と
し
て
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
各
教
区

の
青
年
連
盟
に
よ
る
ブ
ー
ス
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た

ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
等
に
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
元
上
組
極
楽
寺
の
麻
田
弘

潤
さ
ん
の
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
大
盛
況
の
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、

東
九
州
龍
谷
高
校
の
宗
教
部
で
結
成
さ
れ
た
「
ナ
ム
ナ
ム
ガ
ー
ル
ズ
」
と
影
絵
を
用
い

て
布
教
を
お
こ
な
う
「
と
も
し
え
」
の
公
演
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
公
演
も
若
い

世
代
の
方
々
が
、
同
世
代
の
人
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
み
教
え
を
伝
え
て
い
こ
う
か
と 

様
々
な
試
み
を
し
て
い
る
こ
と
に
刺
激
を
受

け
ま
し
た
。
特
に
「
ナ
ム
ナ
ム
ガ
ー
ル
ズ
」
が

「
ナ
・
モ
・
ア
・
ミ
・
ダ
・
ブ
・
ツ
！
」
と
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
、
踊
り
な
が
ら
歌
っ
て
い
る

姿
に
感
動
し
ま
し
た
。 

 
そ
の
後
の
懇
親
会
に
て
、
各
教
区
に
お
い
て

様
々
な
形
で
青
年
教
化
活
動
を
行
っ
て
い
る

こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
教
区
は

青
年
教
化
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
状
況
で
す
。

子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進
部
会
に
て
三

月
二
十
六
日
に
中
高
生
を
中
心
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
加
、

ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

〇
今
後
の
予
定 

ご
関
係
の
皆
様
の
、
多
く
の
ご
参
拝
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 ・
新
潟
別
院
除
夜
会
・
元
旦
会 

日 

時 
 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
（
土
）
二
十
三
時
よ
り
除
夜
会 

平
成
二
十
九
年 

一
月 

 

一
日
（
日
） 

 

七
時
よ
り
元
旦
会 

 

・
真
宗
教
団
連
合
新
潟
県
支
部 

寺
院
研
修
会 

日 

時 
 

平
成
二
十
九
年 

一
月
二
十
四
日
（
火
） 

会 

場 
 

本
願
寺
新
潟
別
院 

テ
ー
マ 

 

過
疎
問
題
に
つ
い
て
～
各
宗
の
取
り
組
み
と
成
果
～ 

講 

師 
 

西
谷 

明
彦
さ
ん
（
中
外
日
報
社 

編
集
長
） 

 

・
若
い
女
性
聞
法
の
集
い 

日 

時 
 

平
成
二
十
九
年 

三
月 

四
日
（
土
） 

会 

場 
 

本
願
寺
新
潟
別
院 

 

・
新
潟
別
院
常
例
法
座 

日 

時 
 

平
成
二
十
九
年 

三
月 

九
日
（
木
）
十
時
三
十
分
よ
り 

会 

場 
 

本
願
寺
新
潟
別
院 

講 

師 
 

嶋
倉 

崇
雄
さ
ん
（
本
願
寺
派
布
教
使
・
長
野
教
区
） 
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良
い
土
地
を
求
め
て
元
禄
年
間

に
宮
関
の
地
に
移
り
、
地
元
の
御

同
朋
と
共
に
浄
土
真
宗
の
教
え

を
受
け
伝
え
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
移
り
変
わ
る
時
代
の

中
、
ま
こ
と
の
教
え
を
守
り
伝
え

て
い
く
の
は
容
易
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

特
に
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）

年
八
月
一
日
の
長
岡
空
襲
に
よ

る
焼
夷
弾
の
直
撃
は
、
庫
裏
と
本

堂
を
す
べ
て
焼
失
さ
せ
、
ま
さ
に

寺
の
存
亡
に
関
わ
る
大
惨
事
で

し
た
。 

そ
の
後
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り

越
え
て
、
門
信
徒
の
皆
様
の
篤
い

思
い
に
支
え
ら
れ
て
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。 

ラ
ジ
オ
法
話 

 
 

新
潟
教
区
布
教
団
に
よ
る 

ラ
ジ
オ
法
話 

Ｆ
Ｍ
な
が
お
か 

八
〇
．
七 

 

毎
週
月
曜
～
金
曜 

 

十
六
時
十
五
分
よ
り
放
送
中
で
す
。 

（
放
送
地
域
は
長
岡
市
全
域
、
小
千
谷
市
、
小
国
、
川
口
、
山
古
志
、
出
雲
崎
、
、
見
附
） 

編 

集
／
浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
新
潟
教
区
委
員
会 

広
報
部
会 

〒
九
四
〇
―
二
四
〇
二 
新
潟
県
長
岡
市
与
板
町
与
板
乙
四
三
五
六 

本
願
寺
新
潟
別
院
内 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
二
五
八-

七
二-

二
一
二
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
二
五
八-

七
二-

二
五
三
六 

「身元調査お断り」ポスター 

 
「いのちを損なう社会の問題へ取

り組む」ための具体的な推進事業の

一環として、「身元調査お断り」ポ

スターが出来ました。 

カラー版ポスター・「遠慶」バッ

クナンバーのダウンロードは下記

ホームページから可能です。 

教区・別院ホームページ↓ 

http://nkyouku.jimdo.com/ 

 

寺
院
巡
り 

 
 

 
 

 
 

与
板
組 

雲
外
寺 

 

与
板
組
の
最
南
に
位
置
す
る
雲
外
寺
は
、
口
伝
に
よ
り
ま
す
と
、
お
よ
そ
四
百
数
十

年
前
、
戦
国
時
代
に
信
州
か
ら
戦
乱
を
さ
け
て
越
後
に
来
ま
し
た
。 

落
ち
着
い
た
場
所
は
、
蔵
王
橋
上
流
の
信
濃
川
の
中
州
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
堂
島

と
い
う
地
で
あ
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
毎
年
の
よ
う
に
お
こ
る
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
、
少
し
で
も
条
件
の 


